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死に方のお話
みなさん、こんにちは。大間病院の藤原で

す。今回は結構重い話です。
みなさんは、ご自分や大切な人が死ぬとき

のことを考えたことはありますか？
ご自分の寝床で、自宅で、あるいは病院の

ベッドで、ご家族に見守られながら穏やかに
息を引き取るといった情景を想像する方が多
いと思います。
しかし、そんな穏やかな最期は無条件には

迎えることはできません。どこかであなたが
急に倒れたとします。目撃者は救急車を呼
び、駆けつけた救急隊はあなたの心臓が止
まっているのを確認すると、心臓マッサージ
を行い、マスクや気管チューブを用いた補助
換気を開始します。そのほか蘇生行為をおこ
ないつつ、あなたを病院まで運んでいくので
す。病院に到着してからも蘇生行為は継続さ
れます。実際の心臓マッサージは心臓を再び
動かすために、体重をかけて胸の真ん中を強
く深く押し込むため、肋骨がへし折れ、とき
に肺が破け、のどから血が吹き出ることもあ
ります。蘇生行為とはそうまでしてようやく
一命を取り留められるか否かという行為で
す。現在の日本における病院の外で心停止し
た人が命を取り留めた割合はおよそ十数％
で、80歳を超えると５％以下になります。救

急隊が現場に駆けつけ
て心停止しているのを
確認したら、心停止か
らかなりの時間が経過
していることを確認し
ない限りは、上記のよ
うな蘇生行為を行いながら病院に搬送しなけ
ればならない決まりになっています。
わたしはこれまで、たくさんの心肺蘇生を

経験してきましたが、⽛これは助からない⽜と
思いながらも蘇生行為を行わざるを得なかっ
た方々がたくさんいました。本人が⽛最期ま
であがきたい⽜という考えならそれでも良い
と思いますが、⽛最期にそんなに傷つくくら
いなら、きれいな状態で逝きたい⽜と思う方
にとっては非常に悲しい最期となってしまい
ます。
できるだけ、きれいに最期を迎えたいと

思っていらっしゃる方は、まずご家族と、ご
自分の最期について話し合ってみてくださ
い。大間病院では在宅看取りや施設看取りも
行っています。もちろん、まだまだピンピン
している方に適応できるものではありません
が、⽛正直言ってそろそろお迎えが来そうだ
な、でも最期は、肋骨ボキボキはいやだな、
穏やかに逝きたいな⽜と思っている方、もし
くはそのご家族の方は、一度大間病院に相談
してみてください。
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